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平
野
重
誠
は
寛
政
二
年
（
一
七
九
○
、
月
日
は
不
明
）
江
戸

両
国
に
生
ま
れ
、
薬
研
堀
で
開
業
、
慶
応
三
年
二
八
六
七
）

十
一
月
十
六
日
、
七
十
八
歳
で
亡
く
な
っ
て
い
る
。
医
者
を
し

な
が
ら
四
十
歳
頃
か
ら
執
筆
活
動
に
は
い
り
、
亡
く
な
る
前
年

ま
で
執
筆
を
続
け
て
い
る
。
儒
佛
両
道
の
研
究
に
も
熱
心
で
、

そ
の
著
書
は
二
十
数
種
類
五
十
数
巻
あ
る
。
平
野
重
誠
の
個
人

史
や
医
療
観
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
発
表
し
て
い
る
（
第
一
○

四
・
一
○
五
回
日
本
医
史
学
会
）
が
、
今
回
は
彼
の
養
生
観
が

表
れ
て
い
る
『
養
性
訣
」
を
対
象
に
現
代
に
も
通
じ
る
実
践
的

医
療
者
の
養
生
観
の
分
析
を
行
っ
た
の
で
報
告
す
る
。
『
養
性
訣
」

は
、
天
保
三
’
五
年
（
一
八
三
二
～
一
八
三
四
）
刊
行
の
『
病

家
須
知
」
八
巻
八
冊
の
翌
年
に
書
か
れ
て
い
る
。
「
訣
」
と
は
方

44

平
野
重
誠
「
養
性
訣
』
（
一
八
三
五
）

み
る
実
践
的
医
療
者
の
養
生
観

ワ
・
】

中
村
節
子
・
平
尾
真
智
子

、
看
護
史
研
究
会

鋤
東
京
慈
恵
医
科
大
学
医
学
部
看
護
学
科

に

法
、
奥
義
の
こ
と
で
あ
る
。

「
養
性
訣
」
を
書
い
た
動
機
と
し
て
下
巻
の
附
言
（
二
一
頁
～
）

の
冒
頭
に
「
先
二
予
ガ
著
セ
ル
病
家
須
知
二
、
飲
食
・
寝
晤
・

鵲
容
・
呼
吸
・
心
意
ノ
五
事
ヲ
調
適
ス
レ
バ
、
能
衆
病
ヲ
除
キ
、

身
鵲
壮
健
ニ
ナ
リ
、
知
恵
勇
気
モ
増
発
ス
ル
ョ
シ
ヲ
述
べ
テ
、

コ
レ
ヲ
摂
生
の
第
一
義
ト
ス
ル
旨
ヲ
記
シ
タ
リ
ヲ
深
ク
疑
ウ
モ

ノ
ァ
リ
テ
、
予
二
詰
問
セ
シ
ト
キ
、
ソ
レ
ニ
答
エ
ン
ト
シ
テ
馴

其
大
旨
ヲ
再
釈
シ
テ
与
エ
タ
ル
ガ
此
小
冊
子
ナ
リ
。
」
と
述
べ
て

い
う
（
》
Ｏ

『
養
性
訣
」
は
上
巻
二
四
頁
、
下
巻
三
十
頁
の
二
巻
で
、
縦
二

五
セ
ン
チ
、
横
一
八
セ
ン
チ
の
和
綴
じ
本
で
あ
る
。

『
養
性
訣
」
に
み
ら
れ
る
重
誠
の
養
生
観
と
し
て
「
真
の
摂
生

の
道
は
、
天
地
自
然
の
性
に
循
（
し
た
が
）
ひ
、
陰
陽
二
義
を

調
和
（
と
と
の
え
る
）
に
あ
り
」
と
冒
頭
か
ら
自
然
認
識
を
説

い
て
い
る
。
す
な
わ
ち
本
当
の
養
生
の
道
は
、
天
地
自
然
の
性

質
に
従
い
、
陰
陽
二
つ
を
調
和
す
る
こ
と
に
あ
る
。
こ
の
陰
陽

と
は
火
や
水
、
寒
熱
を
云
う
の
で
な
く
、
す
べ
て
形
あ
る
も
の

を
仮
に
陰
と
し
、
そ
の
形
に
そ
れ
ぞ
れ
の
働
き
あ
る
も
の
を
陽

と
名
づ
け
て
云
い
、
天
地
万
物
は
み
な
こ
の
陰
陽
二
つ
で
成
り
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立
っ
て
い
る
。

人
間
は
五
感
か
ら
入
る
欲
を
少
な
く
し
、
飲
食
を
慎
み
、
睡

眠
を
程
ほ
ど
に
、
容
姿
を
正
し
く
し
、
呼
吸
を
丹
田
に
集
中
し
、

ゆ
っ
た
り
し
て
い
れ
ば
血
液
の
流
れ
も
よ
く
な
り
病
気
に
も
な

ら
な
い
。
更
に
世
間
の
人
は
飲
食
を
減
ら
せ
ば
元
気
が
出
な
く

な
る
。
硬
い
も
の
を
食
べ
な
け
れ
ば
、
身
体
が
や
せ
細
り
、
寿

命
も
短
く
な
る
よ
う
に
思
う
の
は
愚
か
な
こ
と
で
、
本
当
の
道

理
を
良
く
知
ら
な
い
た
め
に
こ
の
よ
う
な
心
得
違
い
も
起
こ
る
。

医
者
を
し
て
い
る
立
場
か
ら
言
え
ば
、
日
常
食
べ
て
い
る
穀
類

や
肉
・
野
菜
・
果
物
の
生
粋
の
汁
が
血
液
に
な
っ
て
身
体
を
養

う
。
そ
の
血
液
が
手
足
や
毛
髪
の
す
み
ず
み
ま
で
、
少
し
も
休

む
こ
と
な
く
身
体
を
め
ぐ
っ
て
い
る
た
め
、
血
液
は
純
粋
に
澄

ん
で
い
る
の
が
よ
い
の
で
あ
る
。
酒
食
の
欲
を
ほ
し
い
ま
ま
に

し
て
、
食
べ
過
ぎ
る
と
血
液
も
だ
ん
だ
ん
と
濁
り
、
流
れ
も
悪

く
な
り
、
遂
に
は
病
気
に
な
り
治
ら
な
く
な
る
こ
と
な
ど
を

上
・
下
巻
に
具
体
的
に
方
法
や
治
癒
し
た
例
を
あ
げ
て
い
る
。

内
容
は
友
人
の
兵
法
家
、
鳩
洲
白
井
義
謙
か
ら
伝
授
さ
れ
た

と
い
う
五
事
調
和
を
解
釈
し
た
も
の
で
、
身
体
的
・
精
神
的
健

康
の
保
持
増
進
を
意
図
的
に
生
活
の
中
に
取
り
入
れ
た
実
証
的
、

経
験
重
視
の
養
生
法
で
あ
る
。
十
九
世
紀
日
本
の
養
生
論
の
系

統
は
①
後
生
派
養
生
論
②
古
医
方
系
養
生
論
③
道
教
・
神
仙
術

系
養
生
論
④
国
学
・
神
道
系
養
生
論
⑤
心
学
系
養
生
論
⑥
洋

学
。
（
蘭
学
）
系
養
生
論
⑦
そ
の
他
と
分
類
さ
れ
て
い
る
中
で
、

重
誠
の
『
養
性
訣
」
は
古
医
方
系
養
生
論
に
属
す
る
。
（
瀧
澤
利

行
『
近
代
日
本
健
康
思
想
の
成
立
」
よ
り
）

こ
の
古
医
方
系
養
生
論
の
内
容
上
の
特
質
は
、
『
傷
寒
論
」
に

基
づ
い
た
現
象
重
視
の
人
体
認
識
・
自
然
認
識
と
「
節
欲
慎
身
」

的
生
活
法
お
よ
び
後
生
派
的
医
療
へ
の
批
判
で
あ
っ
た
。

実
践
的
医
療
者
と
し
て
の
重
誠
の
養
生
観
は
、
自
分
の
健
康

は
自
分
で
守
る
と
い
わ
れ
、
疾
病
の
医
療
か
ら
予
防
へ
と
変
化

し
て
き
て
い
る
現
在
、
飽
食
時
代
の
栄
養
面
や
食
育
、
公
衆
衛

生
看
護
面
・
さ
ら
に
養
生
を
す
る
と
言
う
こ
と
は
人
と
し
て
の

人
格
形
成
に
も
参
考
に
な
る
教
え
が
書
か
れ
て
お
り
学
ぶ
価
値

が
あ
る
と
考
え
る
。


